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学校経営を守るための労働安全衛生管理と その活性化に向けて

時間外労働の削減だけが働く 人の健康を 守る手段ではあり ません。 学校経営の最重要資源で

ある教職員の健康を守るこ と は、 児童生徒・ 保護者のみなら ず、 職場全体の活力を維持するこ

と にも つながり 、 労働安全衛生管理はそのための最も 効率的なシステムです。

教職員を取り 巻く 健康問題と その背景～近年の国内の知見から

教職員の健康問題と いう と メ ンタ ルヘルス不調を想起さ れるこ と が多いと 思いますが、 それ以

外にも 過重な負荷に伴う 脳・ 心臓疾患や筋骨格系疾患、 転倒等の身体的疾患にも 目を向ける必要

があり ます。

教育・ 学習支援業での脳・ 心臓疾患と 精神疾患による労災事案（ 注： 公立学校教職員以外も 含

まれる） にかかる近年の研究では、 脳・ 心臓疾患事案では他の業種と 比較し て長時間労働の割合

が多い一方、 精神障害・ 自殺事案では上司と のト ラ ブルなどの対人関係の出来事の割合が多く 、

教育・ 学習支援業の過労死等を予防するためには、 長時間労働対策のみだけでなく 、 それぞれの

職種特有の負担を軽減するよう な支援の必要性が提言さ れています 1）。 また、 学校種別の分析で

は脳・ 心臓疾患は中学校で多く 、 精神疾患等は小中学校それぞれ半数であり 、 脳・ 心臓疾患事案

では負荷業務と し て「 部活動顧問」 が、 精神疾患等では「 住民等の公務上での関係」 によるも の

が最も 多く 、 こ れら の課題を解決するこ と が、 公立小中学校教員の過労死等防止対策のひと つに

なると 提言さ れています 2）。

教職員のスト レスやメ ンタ ルヘルス不調については多く の論文があり ますが、 そのう ち 6,135

名を対象と し た横断研究では、 平日、 休日、 持ち帰り の３ タ イプの時間外労働はいずれも 、 より

高い心理的スト レス反応と 有意な関連を示し ており 、 教員の「 心理的スト レス反応」 を軽減する

ためには時間外労働を減ら すこ と が重要であると 結論付けら れています 3）。 一方で、教職員の「 精

神疾患による休職」 への影響要因を調査し た症例対象研究では、 月 60 時間または 80 時間以上

の時間外労働と 休職と の関連は見ら れず、同僚および上司の支援、教職員自身のヘルスリ テラ シー

と の有意な関連が見ら れています 4）。

筋骨格系疾患については、 20 歳以上の教員 2,582 名を 対象と し た調査では教職員の実に約

1/3 に頸部痛を認めています 5）。

また、 転倒等の災害については、 地方公務員安全衛生推進協会による統計 6） では義務教育職

員の公務災害千人率は漸増傾向にあり 、 また内訳では墜落・

転落・ 転倒、 が約４ 割を 占めます 7） 8）。 こ れら の背景要因

の検討・ 分析はさ れていませんが、 教職員の疲労のほか、

近年増加し ている再任用・ 再雇用による構成員の高年齢化

なども 考えら れ、 学校職場でも エイ ジフ レンド リ ーを 考慮

し て「 職場環境のリ スク 」 の洗い出し 等の労働安全衛生管

理を進める必要があるこ と を示唆し ています。

なお、 教職員と 睡眠と の関連では教職員の約 40％が睡眠

に課題を 抱えているこ と が示さ れており 9）、 その対策に資

する今後の研究知見が待たれます。
出典 地方公務員安全衛生推進協会

「 公務災害の状況」 より
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学校職場における労働安全衛生管理のカ タ チ

平成 30 年度の中教審の答申では「 労働安全衛生管理の

必要性」 が明記さ れ、 その方策についての検討が求めら れ

る よ う になり ま し た。 本稿で敢えて言及し たいのは、「 法

令があるから 管理を する 」 と いう コ ンプラ イ アンス的な考

え方から の脱却が、 教育委員会および学校現場で必要と い

う 点です。 例えば、 衛生管理者や産業医の選任義務が課さ

れる のは「 常時使用労働者数 50 人」 と さ れて いま すが、

学校職場の多く は 50 人未満の事業場である こ と 、 小規模

の学校事業場では一人の怪我や疾患による 職場離脱であっ

ても 学校経営に大き な負荷を 与えるこ と から 、 構成員人数

にかかわら ず怪我や疾病の予防に向けた取り 組みが必要で

す。 特にメ ンタ ルヘルス不調の予防と いう 観点では、 教職

員各個人のスト レ ス対処能力（ セルフ ケア） の向上も 必要

ですが、 それ以上に学校と いう 組織全体で職務の改善や職

場環境の見直し を するこ と が重要、 と いう 指摘も あり ます
10）

。 また、 令和３ 年の脳・ 心臓疾患に係る労災認定基準の

改正では「 勤務間イ ンタ ーバル」 がその要件と し て追加さ

れまし たが、 その本質である「 適切な睡眠の確保」 に向けた意識啓発も 必要と 考えます。 なお

その際、 在校時間削減のために「 早く 帰り まし ょ う 」 と 訴えるより は「 睡眠をき ちんと 取り ま

し ょ う 」 と 訴える方が、 教職員への心理的安心感の向上に寄与するも のと 思われます。

こ れら をゼロから 企画するこ と は容易ではないため、 職場巡視や衛生委員会の開催と いっ た

労働安全衛生管理の既存のシステムを 活用するこ と が、 最も 効率的な手段です。

（ 山本　 健也）
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